


























しかしながら, 半田20l6bでは自らの「立場の再考」(同, l43頁) を表明したうえ, 現時点で
の資本主義を 「資本主義とは整合しない過程に入つた」 (同, l45頁) と全く異なる認識を示して
いる。なぜか(同.l44頁)。
現代の金融資本としてのグローパル企業には,ないしグローバル企業を軸とする資本書積体
制には,'資本主義”の組織化をはかる<意思> も <力> も欠落している一 (略)一いいか
えれば社会的再生産に基づく “資本主義” の組識化からはるかに隔たったものとしてそのダ
イナミズムが展開されてきているのである一 (略) 一それは 「亜資本主義」 とでも呼ぶべき
経済社会システムにほかならない。












ものだというにとどまらず, 必然的なものとして位置付けるようになった点である (同, 125̃
126頁)。







































本主義の様相を見出す者がいても不思議ではない。 事実. 半田が検討した北村洋基の論は, 労働






















なお, 別構で半田はこうした 「ハイパ一工業化」 の進捗度にっいて. 20Cl4年の時点で次のよう
に評価している(半田20l04b,46頁)4)。
現代の社会経済システムの <情報化> は一 (略) -ITを十全に活用する高度ネットヮーク
社会のいわばゲートゥェイを探つている段階とぃうことになるのではないかと思われる。工
































ぎ木」 されている点は重要である。 半田2016bにおいて金融「資本主義」 は, 労a力の金融化と
金融市場の「ヵジノ」化によって,資本主義の脆弱性・不安定性を導くとぃう理論上の役割を担つ



























7) もっとも,かって半田1997では情報化と金融化との相互影響関係を鑑み,現代資本主義= 「金融 <情





ここには, 「ハイバ一工業化論」の分析対象となった工業製品がことごと く 「非財」へと転化し,























わたしたちは, この 「亜資本主義」 が, つまるところは国家のいわば統合機能によって維持
されていることをおさえる必要があろう。「小さな政府」が絶対善と唱道されるなかで. 国


















































なお, こうした判断はおそらく, 半田が国家を関係的にではなく, 実体的に捉えてきたことと
も関係していると思われる。 この点, 国家に関する唯一のまとまった曽考である半田1979にお


































例に触れっつ, 災害と革命との不可分性にっいて指摘したうえで, 次のように述べている (大澤
20ll. 308̃309頁)。
災書においては,「ユー トピア」が,つまり 「法外な共同体」が生まれるからである。 - (略)
一災害時には, 人びとは通常よりもはるかに利他的になり, 家族や身内はもちろんのこと,
見ず知らずの他人に対してさえも思いやりを示し, 互いに助け合おうとするのだ。 私はこれ



































































たものとなっているが (関根1995a, 175頁), 半田の場合は都市により大きな役割を期待してい








以上の論旨にっいては, もちろん疑間がなぃわけではなぃ。 それらのうち, 国家論が原則とし
て不在であることに伴つて, 「資本主義の再起動」 の問題が軽んじられている点を挙げておこう。
半田が上記の経済表を考案するうえで直接参照を求めているのは関根2005である。実 は , こ
の論考は関根l995aをペースにしているにも関わらず, かって重視されていた対外貿易の間題が
捨象されている。関根l995aでは, 「資本主義のような全面的市場経済の起源は地域内的な交換















の 「公共体」 は 「地域の政府」 として地域社会に包摂され, その範囲内では国民通貨とは異なる
地域通貨が流通することが想定されている(関根l995b,198頁)1o)。そのため関根の論では地域
通貨の呆たす役割が半田の論よりも大きく見積もられている。対して半田の論では,公共体の財


















































































然エネルギー のソーシャルデザインー スマー トコミュニティの水系モデル」鹿島出版.163̃190頁。
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